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1 はじめに

我々は，これまでに日本語－ウイグル語機械翻訳シ

ステムの作成に取り組んできた．ウイグル語は中国の

新彊ウイグル自治区で使用されている言語であり，ア

ルタイ語族に分類される．日本語とウイグル語は，言

語学においてはともに膠着語に分類され，また語順が

ほぼ同じであるなどの点で構文的類似性が高い．その

ため両言語間の機械翻訳においては，形態素解析した

結果を逐語訳することによって，ある程度の品質の翻

訳が可能である．図 1にその例を示す．
我々は，日本語の膠着語としての特徴に着目した派

生文法 [1]を用いることにより，語順などの構文的な類
似だけでなく，動詞句の構成方法などの形態論に関し

ても, 多くの共通点が明らかになることを示した．そ
して，派生文法に基づく形態素解析システムMAJO[2]
を利用した日本語－ウイグル語機械翻訳システムのプ

ロトタイプを開発した [3][4]．さらに，日本語－ウイ
グル語電子辞書の構築 [5]や，ウイグル語の音韻変化
ルールの作成 [6]を通じ，翻訳システムの開発を進め
てきた．しかしながら，このプロトタイプは辞書の著

作権などの問題から，多くのユーザが利用できるもの

ではなかった．

そこで，本研究では，この翻訳システムを多くのユー

ザに利用してもらい，システム改善のための様々な情

報を得ることを目的として，日本語－ウイグル語翻訳

システムを組み込んだウェブ掲示板を作成した．

2 ウイグル語－日本語機械翻訳シス

テムの開発

日本語の使用者とウイグル語の使用者の双方が翻訳

掲示板を使うためには，日本語からウイグル語への翻

訳だけではなく，ウイグル語から日本語への翻訳も必

要となる．そこで，翻訳掲示板の開発に先立って，ウ

イグル語－日本語機械翻訳システムを開発した．

ただし，我々の日本語－ウイグル語機械翻訳システム
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図 1: 日本語–ウイグル語逐語翻訳

は両言語の類似点を利用しているため，ウイグル語－

日本語機械翻訳システムの開発においても，翻訳シス

テム自体を新たに開発する必要はなかった．具体的に

は，日本語－ウイグル語機械翻訳システムにおいて利

用している，(1)対訳辞書 (2)形態素接続規則 (3)音
韻変化規則，の三つに関して，ウイグル語－日本語翻

訳用のものを作成構築することにより，ウイグル語－

日本語翻訳システムを開発できた．

本節では，上記の三つに関して簡単に述べる．

2.1 ウイグル語－日本語対訳辞書

我々の使用する日本語－ウイグル語電子辞書は，そ

もそも，印刷されたウイグル語－日本語辞書 [7]から逆
辞書として構築したものである [5]．つまり，日本語－
ウイグル語電子辞書を構築する過程において，我々は既

にウイグル語－日本語電子辞書のプロトタイプを構築

しており，今回は，この辞書に修正を施して使用した．

ただし，翻訳システムで使用している形態素解析シ

ステムMAJO[2] においては，現時点では，形態素の
異形態をすべて登録する必要がある．日本語において

は語幹が変化する異形態は動詞「来る」など少数であ

り，異形態の登録にはそれほど問題はなかった．

しかし，ウイグル語においては，語幹が変化する単語

が多い．例えば，「切る」を意味する動詞の語幹 “késlé”
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に “-mék”という接尾辞が接続すると，“késlimék”に
なる．このように，語幹末尾が é で終わる動詞は，接
続する接尾辞によっては末尾の é が i に変化する．す
なわち，語幹末尾の é が i になった異形態をもつ．
我々はこれまでの研究において，ウイグル語の音韻

変化を調べており [6]，その知見を活かして，語幹か
ら異形態を生成する規則を作成した．この規則を利用

して自動的にウイグル語の異形態を生成し，ウイグル

語－日本語電子辞書に追加した．

また，接尾辞に関してはより多くの異形態が存在す

るが，それらはすべて人手で登録した．

その結果，語彙数約 23,000語 (異形態を含めた形態素
数約 25,000語)のウイグル語－日本語電子辞書を構築
した．なお，日本語－ウイグル語電子辞書は，約 20,000
語の語彙 (平仮名表記を含めた形態素数約 36,000語)
を収録している．

機械翻訳システムが，どのくらいの範囲の入力を翻

訳できるかは，システムに搭載されている対訳辞書に

依存する部分が大きい．今回構築した対訳辞書は，一

般の形態素解析システムにおいて使用される辞書と比

較して 1割以下の量である．そのため，一般的な用語
はおおよそ含まれているが，実際の機械翻訳において

使用するには，翻訳できない語が生じるという問題点

があり，対訳辞書の充実が今後の課題である．

2.2 ウイグル語形態素接続規則

形態素接続規則とは，形態素間の接続しやすさを表

したものであり，形態素解析の精度を大きく左右する．

現在は，コーパスを利用して形態素の接続規則を学習

する手法が広く用いられているが，ウイグル語に関し

ては学習のためのコーパスが用意できなかったため，

今回は手動で作成した．

ウイグル語は図 1で示した例から分かるように，分
かち書きされる言語であるが，その単位は日本語の文

節にほぼ相当する．すなわち，語幹と接尾辞は連続し

て記述されるため，語幹と接尾辞を分割する形態素解

析が必要になる．そのため今回は，主に語幹と接尾辞

間の接続を考慮して形態素接続規則を作成した．

なお，分かち書きにおいて使われる空白も形態素の

一つとして考えている．しかし，現在の形態素接続規

則は形態素の前後 1語しか考慮しない．そのため，「形
容詞の後に名詞が出現しやすい」といった空白を越え

る規則を表現できない．こうした点の改良は今度の課

題である．

2.3 日本語音韻変化規則

ウイグル語－日本語機械翻訳システムにおいて，形

態素解析システムの出力は，翻訳された日本語形態素

の列である．これを接続して翻訳結果となる日本語文

が生成される．その際に，いわゆる動詞の活用を考慮

する必要がある．我々のシステムは派生文法 [1]に基
づいており，日本語音韻変化規則についても，派生文

法に基づいて作成した．

3 翻訳掲示板の作成

日本語－ウイグル語及びウイグル語－日本語機械翻

訳システムの作成に続いて，これらを組み込んだウェ

ブ掲示板を作成した．

作成した翻訳システムの概要を図 2及び図 3に示す．
翻訳掲示板としては，日本語と韓国語の間で実現した

enjoy Korea1 が有名である．enjoy Korea は，基本的
には単言語表示である．すなわち，日本語の使用者が

閲覧する場合，韓国語の使用者が投稿した内容も日本

語訳され，日本語の使用者には日本語の文章しか表示

されない．

しかしながら，我々が作成した掲示板では，(1)翻訳
の精度がそれ程高くない (2)当初の利用者は日本語－
ウイグル語翻訳の研究に携わる者が多い，という二つ

の理由から，日本語とウイグル語の双方を同時に表示

した．具体的には，図 2において示すように，左側に
日本語，右側にウイグル語の文章を表示している．こ

こで左側には，日本語の使用者が投稿した文章と，ウ

イグル語の使用者が投稿した文章の日本語訳が表示さ

れる．

掲示板への投稿においては，辞書の語彙数が少ない

ため，翻訳できない語がある．図 2の画面で [送信]ボ
タンを押すと，図 3の投稿画面が表示される．その際，
投稿内容が自動的に翻訳され右側に表示される．しか

し，図 3では，「レポート」という単語の翻訳が対訳辞
書になかったため，ウイグル語へ翻訳された結果には，

「レポート」がそのまま残っている．ユーザは，左側の

欄の「レポート」を他の言葉，例えば「論文」などに

修正し，下の [再翻訳]ボタンを押すことにより翻訳で
きるかどうかを確認できる．投稿者がウイグル語を理

解可能であるならば，ウイグル語訳を直接修正するこ

とも可能である．これにより，対訳辞書になくて翻訳

ができない場合でも，ある程度の翻訳が可能である．

投稿内容及び翻訳結果を確認した後，[投稿]ボタン

1http://www.enjoykorea.jp/
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図 2: 日本語–ウイグル語翻訳掲示板の外観

を押すことにより，掲示板にデータが送信され，図 2
の画面に戻る．

4 おわりに

本稿では，日本語とウイグル語間の双方向の翻訳シ

ステムを組み込んだ翻訳掲示板について述べた．現在

http://www.kl.i.is.nagoya-u.ac.jp/jubbs/

において，本翻訳掲示板を試験運用中である．

今後の課題としては，まず翻訳システムの精度向上

が挙げられる．ウイグル語－日本語翻訳に関する課題

については，既に第 2 節で述べたが，日本語－ウイグ
ル語，ウイグル語－日本語のいずれの翻訳においても

辞書を充実させることが第一である．

それに関しては，掲示板に辞書登録機能を組み込む

ことを検討している．また，ユーザが対訳語を知らな

い場合でも，実際にユーザが使用した際に翻訳できな

かった語を収集することにより，辞書の拡充を図る．

なお，ウイグル語を表示する際の文字体系に，どの

ようなものを採用するかを現在検討中である．現在の

新彊ウイグル自治区では，アラビア文字を使用した文

字体系が採用されている．しかし，インターネット上

での利用を考えると，アラビア文字を読める人はラテ

ン文字を読める人に比べて少ないという問題がある．

そこで，我々はラテン文字を使用した文字体系の一

種を採用して辞書及び翻訳システムを開発している．

しかし，このラテン文字を使用したウイグル語の文字

体系に関し，我々が研究を始めた当初は統一されてい

なかった．すなわち，ウイグル語を扱う文献ごとに，

同じ音に対して異なる文字が使われることがあった．

また，現在の我々が採用しているラテン文字の中には，

オンライン上で入力が容易でない文字も含まれている．

そうした状況を踏まえ，特にインターネット上の

利用を意識した新しいウイグル語の文字体系である

LSU(Latin-Script Uyghur)2 3が提案され，広く使用

されてきている．アラビア文字と LSUの対応表を表 1
に示す．

2http://www.uyghurdictionary.org/excerpts/

An%20Introduction%20to%20LSU.pdf
3LSU とは別に ULY(Uyghur Latin Yéziqi)と呼ばれることも

ある．なお，yéziqi はウイグル語で「文字」を意味する．
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図 3: 掲示板への投稿画面

表 1: アラビア文字と LSUの対応表

そこで，本翻訳掲示板においても，LSUの採用を検
討している．修正を最小で済ませるには，我々が採用

している文字体系と LSUとの間で変換フィルターを
通せば良い．しかし，将来的な展望を考えると，対訳

辞書及び音韻変化規則も LSUに対応するように変更
するのが望ましく，その点についても検討中である．
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